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平成１８年度 第３回 函館市恵山地域審議会会議録 

開催日時  平成１８年１２月５日 火曜日 １５時３０分～１６時４５分 

開催場所  函館市恵山支所 ２階 大会議室 

内  容 議 題 
 （１）函館市恵山地域審議会の会長および副会長の選出について 
（２）前回の意見等の集約結果と取組状況について 
 （３）報告事項 
（４）地域振興全般に関する意見交換について 
 （５）その他 

出席委員  斉藤会長  藤原副会長  石山委員  松浦委員  田中委員   
蔦委員   三好委員   二木委員  東福委員  佐々木委員 
 若山委員  竹内委員   松本委員 

（計１３名） 
 
・報道関係  函館新聞社 

（計１社） 

欠席委員  野呂委員  成田委員   
                         （計２名） 

事務局の 
出席者の 
職 氏 名 

 工藤  篤 恵山支所長 
 石田 徹也 恵山副支所長 
沢田 弘政 恵山支所地域振興課長 
 成田 正義 恵山支所保健福祉課長 
安田 政信 恵山支所産業課長 
平島 富士雄 恵山支所参事 
木村 周治 恵山支所建設課長 
 大坂 光秋 恵山教育事務所副所長 
 笹田 英一 恵山共同給食調理場長 
 高  裕彰 恵山病院事務長 
佐賀井 学 恵山支所地域振興課主査 
 上野 正人 恵山支所地域振興課主事 
田中 修一 恵山支所地域振興課主事 

 梅田 誠治 企画部地域振興室長 
 佐藤 洋一 企画部地域振興課長 
 進藤 昭彦 企画部地域振興課主査 
 池田 達也 企画部地域振興課主事 
  

 
（計１７名） 
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１ 開 会（１５時３０分） 

  

２ 支所長あいさつ 

工藤支所長 
 

（あいさつ） 
 

３ 委員等の紹介 

 事務局から委員および事務局等紹介 

４ 議 題 

事務局 

 

 

 

 

工藤支所長 

 

 

 

 

 

 

工藤支所長 

 

 

事務局 

 

 

工藤支所長 

 

二木委員 

 

 

工藤支所長 

 

 

議事の進行については，本審議会の会長が会議の議長となるが，会長が決

まるまで工藤支所長にお願いしたいと思うが，皆様よろしいか。 

 

 （「異議なし」の声あり） 

 

 それでは，ただ今から，平成１８年度第３回函館市恵山地域審議会を開催

する。 

 これより，会長が決まるまで進行を務めて参りますので，よろしくお願い

したい。 

 

（１）函館市恵山地域審議会の会長および副会長の選出について 

 

 会議次第の４ 議題(1)函館市恵山地域審議会の会長および副会長の選出

について，事務局から説明させる。 

 

（説明） 

 函館市恵山地域審議会の会長および副会長の選出について 

 

 選出にあたっては委員の互選となっているので，諮りたい。 

 

改選前に引き続いて会長に斉藤正男委員，副会長に藤原靖孝委員を推薦す

る。 

  

ただいま二木委員から，改選前に引き続き会長に斉藤正男委員，副会長に

藤原靖孝委員の推薦について提案があった。 

本件について，諮りたい。 
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工藤支所長 

 

 

 

斉藤会長 

 
 
 
 

斉藤会長 
 
 

事務局 
 
 

斉藤会長 
 

松浦委員 
 
 

安田課長 
 

田中委員 
 
 

大坂副所長 
 
 
 

斉藤会長 
 

事務局 
 
 

斉藤会長 
 
 

 （「異議なし」の声あり） 

 

 本件は決定した。 

会長および副会長が選出されたので，これより会議の進行は，斉藤正男会

長にお願いしたい。 

 

本日の出席委員は１３人と，過半数を超えているので，地域審議会の設置

に関する規程第８条第３項の規定により，会議は成立した。 
 
（２）前回の意見等の集約結果と取組状況について 

 

会議次第の４ 議題(2)前回の意見等の集約結果と取組状況について，事

務局から説明させる。 

 

（説明） 

 前回の意見等の集約結果と取組状況について 

 

何か質問，意見はないか。 

 

つつじ公園のツタ等の刈り払いについては，夏に刈り払いをすれば，秋の

刈り払いは必要ない。 
 

秋に限らず，松浦委員と協議しながら実施したい。 

 

旧恵山小学校の体育館を使用する際，冬季の暖房はどのようになってい

るのか？ 

  

冬季の暖房については，使用者の負担となっている。 

 

（３）報告事項 

 

続いて，議題(3)報告事項について，事務局から説明させる。 

  

（説明） 

・ 函館市風力発電所２号機故障に係る建物災害共済金について 
 
何か質問，意見はないか。 
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松本委員 
 
 

平島参事 
 
 
 
 

斉藤会長 
 
 

事務局 
 
 

斉藤会長 
 

竹内委員 
 
 
 
 

沢田課長 
 
 
 

松本委員 
 
 
 
 
 

安田課長 
 
 
 
 
 
 
 

 機械であるので，将来的に何年に一回の故障や自然災害について，建物

災害共済を活用できるのか？ 

  

 建物災害共済の対象であれば共済金が支払われるが，通常の故障は対象

とならない。 

 
（４）地域振興全般に関する意見交換 

 

次に，議題(4)地域振興全般に関する意見交換に入る。事務局から何か補

足することはあるか。 

 

今後の地域振興に関する意見や提言，住民サービスなどで普段から疑問に

感じている点などについて意見を出していただきたい。 

 

 意見等はないか。 

 

消防の救急体制の見直しが進み，現在，東消防署恵山出張所は４名体制と   

なっており，救急車（３名が乗車）が出動した場合，同出張所は１名体制と

なることから，その間の救急体制および消防体制が懸念されるため，地域の

防災体制を含め検討してほしい。 

 

防災体制については，全体で協議および検討をしていかなければならな

い。地域の皆さんにもご協力を得ながら，また意見を聞きながら進めてい

きたい。 

 

合併後の２年間で水産に関しての市単独事業のうち，恵山地域で主だっ

たものは何か？ 

合併建設計画中のふのり増殖場造成について，事業として成り立つの

か？ 

道の駅「なとわ・えさん」について，今後も市が直営でやっていくのか？ 

 

水産事業については，ガゴメコンブの試験事業を実施し，採算ベースに

乗るかどうかの調査中である。 

ふのり試験事業については，平成１５年頃にふのり礁を日浦地区に２基，

大澗地区に２基設置し，渡島南部地区水産技術普及指導所および渡島支庁と

ともに調査したところ，採算ベースに乗らないとの結果が出たことから，今

後については，ふのりに代わるもので試験事業などを実施していきたい。 
道の駅「なとわ・えさん」については，将来的には指定管理者制度を活用

していきたい。 
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佐々木委員 
 
 
 

沢田課長 
 

工藤支所長 
 

竹内委員 
 
 
 

三好委員 
 
 

梅田室長 
 
 
 
 
 

三好委員 
 
 

梅田室長 
 
 
 
 
 
 
 

三好委員 
 
 
 
 
 

斉藤会長 

地域の消防団員はたくさんいるようだか，現実には出稼ぎに行っている

とか，日中仕事でいない人が多いと思う。 

このため，消防団員になる資格を知りたい。 

 

消防署と組織が違うため，確認してから報告したい。 

 

消防団長（竹内委員）に実態をお話いただいたらどうか？ 

 

現在１３０名程度いる消防団員のうち出稼ぎに行っている割合は，１０％

もないが，職業によっては消防署と違い常時すぐに出動することは難しく，

消防団だけでの対応はいかがなものかと考える。 

 

恵山地域の下水道整備は，合併建設計画は載っていないので，今後計画は

発生しないのか？ 

 

合併建設計画策定時に，恵山地域，椴法華地域および南茅部地域について

は，下水道料金は受益者負担が原則であることから，設備費と利用者を見合

わせて考えたとき，莫大な負担になってくるため，費用対効果の点から，合

併処理浄化槽の設置を推進することとなった。 

このため，平成２６年度までは整備する考えはない。 

 

学校給食センターは各旧町村地域で整備するのか，それとも集約して設備

するのか？ 

 

現在，学校給食センターは椴法華地区以外の３地区にあり，いずれも床を

水で洗い流すウェット方式であるが，Ｏ１５７の問題から文部科学省の衛生

管理面の指導が厳しくなり，今後整備に当たってはドライ方式にする必要が

ある。 

現在３カ所ある施設をそのまま整備するのは非効率的であるので，集約化

を目指していくが，最終的に２カ所にするか１カ所にするかは，改めての整

理になる。 

 

恵山地域は，恵山貝塚のほかいろいろな史跡が指定されているが，旧恵山

町時と同じ扱いであれば，住宅等を建てるのに支障が出るので，史跡の取り

扱いについて考慮してほしい。 

 

（５）その他 

 

次に，議題(5)その他であるが，事務局から何かあるか。 
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沢田課長 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工藤支所長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斉藤会長 
 

松本委員 
 
 
 

斉藤会長 
 
 
 

地域福祉バスの運行について，恵山地域では，現在４２人乗りのバスで

恵山福祉センターへの送迎，老人クラブの例会および研修旅行，つつじま

つり等の各種イベントに広く活用されており，他の旧町村３地域でも同様

にバスが運行されているが，旧函館市にはこのような形での運行はない。 
合併時の協議では，今までの経過から当分の間現行の区域で継続するこ

ととなったが，概ね５年を目途に見直しをすることになっている。 
旧４町村地域の状況としては，地域活動の促進を図るためには地域福祉

バスは必要であると考えているが，地域福祉バスの運行形態は旧４町村で

全く同じではないため，合併したことにより平等公平等の観点から運行基

準の統一が望ましいとの判断から，企画部地域振興室において今年度中に

地域福祉バス運行統一基準の方向性を決定することとなっている。 
これからのスケジュールについては，それぞれの地域の特性や事情もあ

ることから，みなさんには来年度に協議していただき，ご意見をいただい

たうえで統一基準を成案化していきたいと考えている。 
その後平成２０年度１年間の住民への周知期間を経て，平成２１年度か

ら旧町村４地域で統一基準により運行していきたいと考えている。 
 また，前回の地域審議会で正副会長および事務局へ一任いただいてある

新函館市総合計画の委員は，正副会長と相談の結果，藤原副会長を推薦した。 
 
合併建設計画の捉え方について整理しておかなければならない。 
旧４町村のそれぞれの課題や未解決の部分を，今後こうしていきたいと

いうことを積み重ねたものが合併建設計画として出ており，旧函館市を含

めた５地域での調整は，時間的な余裕がなく実際上していない。 
合併後２年を経過して，その地域で完結する部分については，出来るだ

け合併建設計画を踏襲していきたいが，旧函館市を含む全地域にかかる部

分は，一つの自治体として費用対効果・効率的な方法など新たな視点が出

てくる。今後の新しい事業等については，これらのことを踏まえ相談させ

ていただくこともある。 
 
全体を通して何か質問・意見はないか。 
 
合併特例債を利用できる枠と，合併特例債を利用して旧５市町村の地域

において，合併後の地域の一体感を醸成するための事業を実施するのか，

次回までにお聞きしたい。 
 
以上で，本日の日程はすべて終了した。 
次回の開催は，来年３月を予定している。 
 日程，議題内容については，正副会長に一任願いたいと思うが，よろしい

か。 



 - 7 - 

 
以上，平成１８年度第３回函館市恵山地域審議会会議録と確認する。 
                会 長                  印 

 
 

斉藤会長 
 

＜委員一同，異議なし＞ 

 

 平成１８年度第３回函館市恵山地域審議会を終了する。 
 

５ 閉 会（１６時４５分） 


